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７月定例記者会見 会見録 

令和6年（2024年）７月12日（金）11:00～11：50 庁議室 
 
質疑応答 
■市内全域におけるオンデマンド型移動期日前投票所の実証実験について  
記者A 
まず、想定しているのはどの選挙ですか。 
 
市長 
今年10月の市長・市議選です。 
 
記者A 
職員は何人体制で対応する予定ですか。職員の部署名も教えてください。 
 
市長 
選挙管理委員会事務局と科学技術戦略課です。科学技術戦略課は全員が選挙管理委員会事務
局と兼任になります。 
 
科学技術戦略課 
科学技術戦略課の人数については、会計年度任用職員などがいるため、今正確な数は出せな
いのですが、おそらく 20 人前後になります。 
 
記者A 
ハイエースサイズの車両は何台体制で行うのですか。 
 
科学技術戦略課 
２台で、さらに予備として１台用意しますので、待機車両を含めて計３台です。 
 
記者A 
A サービス（移動投票車を自宅に呼び移動投票車内で投票）の場合、何か所を回る想定です
か。 
 
科学技術戦略課 
７月 18 日まで実証実験の参加申し込みを受付中で、７月 11 日現在 33 件の申し込みをいた
だいています。今後もう少し増えるかもしれませんが、基本的にはそこを移動投票車２台で
回る想定をしています。 
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記者A 
Bサービス（送迎車両を自宅に呼び移動投票車へ送迎・投票）の場合、何か所を回る想定で
すか。 
 
科学技術戦略課 
現在、現地確認をしながら決めているところです。まだ確定していませんが、現在の想定で
は３件程度と見込んでいます。 
 
記者A 
これは駐車場なども含めてですか。 
 
科学技術戦略課 
A サービスと B サービス合わせて 33 件で、そのうち B サービスが３件程度の想定ですが、
今後増えるかもしれません。 
 
記者A 
今年１月に実証実験を行って、手応えを感じられたと思います。その後、選挙管理委員会か
ら「これはちょっと難しい」「公平性に欠ける」との指摘をされたため、対象地域を市全域
に広げたと解釈しているのですが、そこまでして実施にこだわる理由を教えてください。 
 
市長 
こだわると言いますか、プロセスを踏んでいるという認識です。選挙管理委員会から「公平
性に欠けるのではないか」とのご指摘をいただきましたので、今回市全域に広げました。こ
れは比較的、自然なプロセスだと思っています。いつもお答えしていますが、私は政治家と
して、いかに投票機会を確保するかについて強い想いを持っています。先日も、鳥取県で遠
隔で立ち会いをするというニュースがありました。その記事によると、立会人がいないた
め、投票所を少し減らさなくてはいけない状況とのことで、それでは投票の機会が減り、投
票がよりしにくくなってしまいます。技術を導入して、つくば市でも遠隔での立ち会いの実
証をしていますし、先日常総市長の記者会見で、移動投票所にご関心をお持ちとの記事も読
みました。このように全国で投票の機会を確保する動きが出てきていますし、つくば市でも
これまでずっと取り組んできていることですので、１歩ずつでも進めていくことが非常に重
要だと思っています。鳥取県での取組は、当初の総務省の見解ではできないとのことでした
が、結局容認されました。そのようにチャレンジし続けることで、これまでなかなか動かな
かったことが動いていき、より投票しやすい環境ができていきます。今回も、そのブロック
の一つを積み上げることに非常に意味があり、実現したいと思っています。 
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記者A 
市長の最終目的になるかと思いますが、インターネット投票についてお伺いします。総務省
の解釈では実施できないとのことですが、今後つくば市独自の解釈を国にぶつけていきます
か。 
 
市長 
つくば市として既に規制改革の会議などで、つくば市の取組を具体的に提案しています。ど
のような形で実証実験を行い、技術的にどういうことをクリアしているかなどを、かなり具
体的に説明しています。しかし、総務省は「各党各会派で議論して欲しい」という答弁の一
点張りです。それに対し、私たちではなく特区の専門家の委員から「つくば市がこれだけ
様々な角度から検証して、技術的にも十分な実証をしてきて、しかもつくば市での選挙に限
定して利用したいということを止めることに対し、きちんとした説明をして欲しい」とい
う、踏み込んだご発言があったと思っています。ただ、それについてもとにかく「各党各会
派での議論を」という一点張りでした。実証方法について、デジタル庁と共同で行いましょ
うと河野大臣にも提案しており、「ぜひ、やりましょう」というお話をいただいています。
そのようなことを少しずつ具現化していきたいと考えています。私たちとしては、あらゆる
角度から国に対して働きかけをしている状況ですので、次はメディアの皆さんの力が必要だ
と思います。ぜひ、ご関心をお持ちいただければありがたいです。 
 
記者B 
総務省の見解は「各党各会派で議論をしていただきたい」とのことですが、これはつまり、
議員立法でやってくださいという趣旨でしょうか。 
 
市長 
国会や議員の身分に関わることですので、議員立法でという大前提があると思っています。 
 
記者B 
これまで市の事業コンテストなどでマイナンバーカードを活用したインターネット投票の実
験など、色々と実績を積み重ねてきて、２年前に「スーパーシティ型国家戦略特別区域」に
区域指定されたと思うのですが、それでもこの国の壁は厚いと感じられていますか。 
 
市長 
これに限らずあらゆる場面で壁が厚いことを感じながら、それでも蟻の一穴を開けていくよ
うな形で様々な規制緩和の提案をしています。それで実現しているものも数多くあります
が、このインターネット投票に関しては、残念ながら微動だにしないことを実感していると
ころです。ただ、ここで諦めてしまったら同じことの繰り返しになりますし、このような動
きの中で、まずは在外投票からやろうというところまで進んできています。つくば市が使用
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しているシステムは、基本的にエストニアで使われているものと同様の仕組みで、つくば市
としては、その検証に際して一緒にシステム提供ができますという話なども国にしていま
す。動かないことを嘆くよりも、具体的にできることを少しでも提案し続けようという想い
で、今も頑張っているところです。 
 
記者B 
議会では慎重論があり、「準備が間に合うのか」などのご意見も出ています。例えば、実証
実験の前なのか後なのかは分からないですが、本番について市としての考えを議員全員に説
明する全員協議会を開くなどの考えはありますか。 
 
市長 
これまでも説明をしてきており、議会でも予算をいただいている話ですので、改めて全員協
議会を開く話ではないと思っています。もし議員の皆さんから、改めて全協で説明して欲し
いという要望があれば、もちろん拒むものではありませんが、これまでやってきたことは随
時お伝えしていますし、先日も総務文教委員会で委員の皆さんにご説明したプロセスはあり
ます。 
 
記者B 
選挙管理委員会が市全域での実証実験が必要とのことで今回実施されますが、最終的には、
実証実験の結果を踏まえて、選挙管理委員会がイエス・ノーのどちらを言うのかにかかって
くると思います。今回のオンデマンド型移動期日前投票は市長・市議選を対象にしたもので
すが、今秋に自民党の総裁選を経て解散総選挙が行われる可能性があります。解散総選挙の
投票日が市長・市議選と同日になった場合、期日前投票の期間が異なることになりますが、
その場合は実務的にどうなるのでしょうか。 
 
科学技術戦略課 
私からお答えすべきなのか分かりませんが今回の事例で申し上げますと、実際に移動投票車
が止まる場所は、公職選挙法上、投票所として告示が必要です。事前にお申し込みをいただ
いた後、現地調査をして告示の手続きを行って初めて投票所として成立する流れになりま
す。解散総選挙のように、事前に期日が分からず急に選挙が実施される場合、事務手続きの
スケジュールに支障が出て、もしかすると難しいのかなと思います。期日が事前に分かって
いる選挙については、対応ができると考えています。 
 
記者B 
仮に市長・市議選と衆院選の投票日が同日になった場合、市長・市議選はオンデマンド型移
動期日前投票ができますが、衆院選はそれが利用できないということになりますか。 
 



5 / 12 
 

科学技術戦略課 
同日選挙になった場合という仮定で、最終的には選挙管理委員会の決定にはなりますが、も
し決定されれば投票箱を増やす必要があります。投票箱のサイズは色々とありますので、車
両にうまく積み込んで、実施すること自体はできるのではと思います。 
 
記者B 
市長・市議選と衆院選では期日前投票の期間が異なると思いますが、告示してしまえばそこ
はあまり問題にはならないのでしょうか。 
 
科学技術戦略課 
その点は少し工夫が必要かもしれません。 
 
記者C 
結局、選挙管理委員会がイエスと言わなければできない訳ですが、新しい取組に対する心理
的な障壁を取り除かないと、なかなか実現は難しいのではという印象を抱いています。その
辺の対応をどうするのか教えてください。 
 
市長 
選挙管理委員会の委員の皆さんが、新しい取組だから不安に感じて心理的障壁になっている
かと言うと、必ずしもそればかりではないと思っています。委員の皆さんからは具体的に、
それが市全域で実証できるのかとのご指摘があり、それを踏まえて実証実験の提案をいただ
いたため、今回ご指摘どおりに行うものです。その結果をまた委員の皆さんにお伝えするプ
ロセスを踏んでいきます。確かに、新しいことにチャレンジをしていますが、委員の皆さん
がとても保守的で、新しいものは駄目だと言っているとは全く思っていません。粛々と実証
実験を行い、正確にその内容をお伝えすることにより、次のステップに進んでいけると考え
ています。 
 
記者C 
仮定の話ですので、もしお答えいただけなければそれでも良いのですが、９月に開かれる選
挙管理委員会で、再び許可が出なかった場合、もう１歩踏み込んでいくのでしょうか。例え
ば選挙管理委員会から、抽象的ですが「もう少しこれをすることが必要なのでは」と言われ
た場合、10 月の市長・市議選に備えて、再び実証実験などを行うことはあり得ますか。 
 
市長 
その際に、何をご指摘いただくのかによります。私たちは元々、一部エリアで実施しようと
していました。それに対して選挙管理委員会の委員の皆さんから「それでは公平性に欠ける
のではないか」とのご指摘をいただきました。そのため、市全域でやりますという話をした
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ところ、実証実験を市全域ですべきとのご意見をいただき、今回行うものです。実証実験を
踏まえ、委員の皆さんが次に何をおっしゃるかによって、おそらく対応する内容はかなり変
わってくると思います。ご指摘内容が、それほど負荷のかからないものであれば、実施でき
るでしょうし、何かさらに大きな話になるのであれば、そのときに持っているリソースなど
を含めて検討します。あとは時間の問題だと思っています。現段階では、ご指摘どおりに順
次、実施していく考えです。 
 
記者 D 
８月６日から９日までの４日間で実施されますが、その後のスケジュールについて教えてく
ださい。まず、課題を洗い出すと思いますが、その後はそれをどのような場で示していくの
でしょうか。また、実際に実施してみないと分からないと思いますが、どのような課題が出
ることを想定していますか。 
 
科学技術戦略課 
現在、申し込み期間中で、今この瞬間も科学技術戦略課の職員が現地調査にお伺いしており、
インタビューなどを行っています。今のところ皆さんには比較的、前向きに捉えていただい
ており、大きな課題はありません。駐車スペースの確認や、雨天時の対応などをご家族の方
と相談しています。「雨天時は屋根付きの駐車場に止めてください」「傘で何とかします」
など、具体的な話をしながら進めています。実際に実施した際、どのような課題が出るかに
ついては、まだ想定しきれていませんが、実証実験には選挙管理委員会の委員の皆さんもぜ
ひ帯同したいとのことですので、委員の皆さんから見てどのような課題があるかをご指摘い
ただきたいと考えています。 
 
記者D 
今年１月の実証実験では何人が参加し、１人につき何分位かかったのでしょうか。 
 
科学技術戦略課 
71 人の方にご参加いただきました。１件当たりの時間については細かく申し上げられませ
ん。1 月の実証実験では多くの方に参加いただきたく、18 歳以上の健常者も含めて参加い
ただいていますので、障害のある方と時間の差があるのではと思っています。 
 
記者D 
今のところ 33 件の申し込みをいただいているとのことですが、かかる時間はおおよそどれ
くらいを想定していますか。 
 
科学技術戦略課 
対象者による、というのが正直なところですが、１件当たり１時間程度、停車できればと考
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えています。もちろん、天候や体調などによって変わりますが、１人当たり 10 分から 20
分程度で投票いただければと思っています。投票所ですので当然、ご近所やご家族の方も投
票する可能性があり、少しバッファを取っています。 
 
記者 E 
先日の総務文教委員会で議員から「実証実験と本番とでは参加人数が大幅に変わる可能性が
あり、実証でできたからといって本当に本番でうまくいくのか」という懸念が出ていました。
その点についてどうお考えでしょうか。 
 
市長 
対象の方には通知をしており、申し込みをした方からはご期待の声をいただいています。
色々な可能性がありますが、実証実験にどれぐらいの方が申し込みをされるのかは、少なく
とも一つの参考にはなると思います。本番は当然、いくらか増えると思いますが、実証実験
の参加人数の 10 倍になるかと言えば、おそらくそういうことはないと思います。実証実験
において、何人までならオペレーションが可能なのかなどの洗い出しはかなりできます。そ
のようなことを検証するための実証実験ですので、どう対応するかなど、色々と見出してい
ければと思います。 
 
記者F 
今年１月の実証実験には健常者も参加したとのことですが、８月の実証実験は健常者には呼
びかけをしないということでよろしいですか。 
 
科学技術戦略課 
はい、そのとおりです。今回は郵便等投票の対象者と要介護３、４の方々を対象にしていま
す。もちろん、健常者が移動期日前投票所で投票することは可能です。 
 
記者F 
このオンデマンド型移動期日前投票所で投票する対象者は全市民の何％位になりますか。 
 
科学技術戦略課 
対象者は先程申し上げた方々で、約 3,000 人を見込んでいます。 
 
記者 B 
７月 11 日時点で 33 件の申し込みがあったとのことで、細かい話で恐縮ですが、これは世
帯数ではなく、33 人ということで良いですか。 
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科学技術戦略課 
はい、そのとおりです。33 人の方です。 
 
記者D 
実証実験期間中に、マスコミが取材できる機会はありますか。 
 
政策イノベーション部 
現在、現地確認をしている中で、取材を受け入れていただけるかどうかについても聞いてい
ます。その体制が整って調整がつけば、ぜひ皆様に周知させていただきます。 
 

■選挙公報について  
記者G 
先日の市議会６月定例会議で、市長・市議選の立候補者の選挙公報についての請願が出さ
れ、採択されました。その内容の一つは、立候補者一人ひとりの公約を載せる紙面スペース
の拡大です。もう一つは、配布方法についてです。確かこれまでは、新聞折り込みでの配布
が中心でしたが、新聞購読者数の減少により、非常に広報効果が低くなっています。代替策
として１軒１軒へのポスティングや、区会経由での配布など、多様な配布方法を検討して欲
しいとのことです。この２点について、議会から選挙管理委員会へ指示が出たと聞いていま
すが、市長はどうお考えでしょうか。 
 
市長 
選挙の中身に関することですので、私から選挙管理委員会へ直接、あれこれと言うことは控
えなくてはいけないと思いますが、それぞれの主張が広く載せられるのであれば、一つの可
能性として良いことだと思います。技術的なことを言いますと、現在、新聞折り込みで配布
している理由は、期日に間に合わないからです。選挙公報は、立候補の届け出をいただいて
から、急いで版にして印刷業者にお願いをし、数日後に出来上がります。そこからポスティ
ングをしますが、１日で終わるものではありませんので、かなりの期間を取っています。特
に今は、期日前投票をする方が増えていることを考えますと、ポスティングではかえってそ
れまでに届かないのではという懸念もあります。とにかく既に色々と選挙管理委員会の皆さ
んが検討してくださっています。市民の皆さんに情報をどう伝えていくかは大事なことで、
私が具体的に色々と言ってしまうと少し行き過ぎている気がしますので、議論を見守りたい
と思います。 
 
記者 G 
ポスティングについては、時間的な制約があるとのことですが、紙面スペースの拡大につい
ては印刷の関係ですので、殆ど問題ないと思いますが、いかがでしょうか。 
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市長 
結局、スペースを増やせばその分、印刷代が上がります。合わせて、おそらく折り込み代も
かなり上がると思いますので、それらの予算がどうなのかという点があります。 
 
選挙管理委員会事務局 
紙面スペースの大きさにつきましては、候補者の内容をより詳しく載せるという点で、大変
有効だと思います。一方で、それだけのスペースを使うと、印刷に時間がかかってしまうこ
ともあります。締め切りの日曜日から夜中も印刷機を回して、翌日の朝一に納品していただ
き、それを各期日前投票所などに届けているのですが、スペースを拡大した場合に果たして
間に合うのかというところです。スピードも求められますので、市長が申し上げたように、
委員の方々ともその辺を十分に議論していきたいと思います。 
 
記者 G 
スピードや予算の問題など、制約要因は色々あり、それらの制約要因を挙げれば「難しい」
ということになるだけです。市長は、オンデマンド型移動期日前投票については、とても固
執と言いますか、こだわっていると感じます。それよりも、選挙に対する市民の声を聴くと
いう意味においては選挙公報の方が、仮に予算がかかったとしても優先順位が高く、何十倍
も重要だと思います。難しさを羅列するのではなく、いかに問題を解決していけるかという
発想でなければ駄目だと思います。もし市長が、予算にこだわって難しいというのであれ
ば、基本的にはやりたくないのだと受け止めます。逆に、オンデマンド型移動期日前投票
は、やりたくてしょうがないという受け止めをせざるを得ません。どちらの優先順位が高い
と思いますか。 
 
市長 
優先順位は、投票機会を確保する方が間違いなく高いです。現在、選挙公報による情報提示
がなされていないのであれば別ですが、既に各候補者が出すだけのフォーマットになってお
り、新聞折り込みによる配布で週半ば頃には届く状況です。紙面スペースは量的な問題です
が、投票機会の確保は、できるかできないかという質的な問題になります。その０を１にす
る方が、紙面スペースとして既にあるものを 2.5 とか３にするよりも、優先度が高いと考え
ています。予算については、現在の予算を前提に話しているだけで、既定の予算の倍になっ
たら足りないだろうということです。もちろん選挙管理委員会の皆さんが、した方が良いと
いうのであれば、補正予算になると思います。ただ、優先順位としては、現在提供できてい
るものとできていないものとを比較して、オンデマンド型移動期日前投票の方が間違いなく
重要だと考えています。 
 
記者G 
選挙公報の紙面スペースに関連してですが、広報手段を考えると、どこの選挙でも明らかに
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現職の方が圧倒的に有利です。現職ですので、現在やっていることを市民に理解してもら
い、そのツールも既にあります。ただ、対抗馬の方は自前のツールしかありません。この非
対称性はとても大きいと思います。広報の専門家である私からも見ても、紙面スペースにつ
いて、対抗馬の方にも広く開放しないと、おかしいと思います。それらの問題解決のため、
先日議会で選挙管理委員会に対する指示が出ましたので、むしろそちらの方の優先順位を高
くすべきではと思うのですが、そうではないですか。 
 
市長 
現職が有利だから新人にもというのが、どのようなロジックなのか分かりません。私は新人
としても現職としても選挙をしましたが、持っているツールは新人であろうと現職であろう
と使っていました。それはパンフレットやホームページ、SNS などですが、現職だけに特
権が与えられている訳ではありませんし、新人として選挙をした際も、現職の方と圧倒的な
非対称性があるなどとは、特に感じませんでした。どういうことをしていくかと問われれ
ば、やはり投票の機会を確保する方が重要だと考えています。 
 
記者G 
再度の確認です。選挙公報のあり方よりもオンデマンド型移動期日前投票の方を重視すると
いうことですね。 
 
市長 
私自身も関わっている選挙で、既に出馬表明していますので、オンデマンド型移動期日前投
票を含め私から直接、選挙管理委員会へと言うことは、これまで一切してきておりません。
先程の選挙管理委員会事務局からの答弁にもありましたが、投票機会の確保をやれる範囲で
行うことは当然、良いことだと思っています。どういうことができるかについて現実的に考
えてもらっている段階だと思っています。 
 

■つくば市長になろう！「一日市長体験」の開催について  
記者B 
本件を実施する趣旨や経緯について教えてください。 
 
市長 
職員による提案制度において、職員から提案があった事業になります。子どもたちに市政へ
関心を持ってもらい、素朴な疑問に答えることで、市政を身近に感じていただくことが一つ
です。また、職員自身も、子どもたちからのストレートな質問などを受けると、新たな気づ
きが出てきたりすると思います。それらを含め非常に良い提案でしたので、この度実施する
ことになったのが経緯です。 
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記者B 
一日で２回に分けて実施されますが、どのような雰囲気で行われるのでしょうか。内容に
「市長が普段どんなことをしているか市長の仕事紹介」とありますが、具体的に市長と一緒
に何かを行うのでしょうか。 
 
市長公室 
具体的な内容につきましては検討しているところです。1 回 10 名程度の子どもたちに参加
いただく予定です。なるべく市長が全員と会話をして交流を深めることができるような内容
を想定しています。 
 
記者H 
一日に２回行われ、その時間帯に市長はずっと参加されるのでしょうか。それとも、一部だ
け市長が関わって、市長の仕事を具体的に説明されるイメージですか。 
 
市長公室 
この日は１日市長が対応します。 
 
記者H 
子どもたちから、かなり厳しい質問や具体的なことを聞かれると思うのですが、それは当然、
覚悟されているのですね。 
 
市長 
質問に質問で返したりはせず、誠実に答えたいと思っています。 
 

■市長退職金について 
記者B 
以前の定例記者会見で質問が出たと思うのですが、改めて市長の退職金についてお伺いしま
す。前回は任期満了日の給料月額を 1 円にする給与改正の条例案を提案しましたが、今回
はどのような対応をするのか決めていますか。 
 
市長 
今、鋭意検討中です。おおよその案は出てきてはいますが、もう少ししたらきちんと説明が
できますので、お待ちいただければと思います。 
 
記者B 
記者会見になるのか、プレスリリースになるのか分かりませんが、公表する予定はあるので
しょうか。 
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市長 
皆さんに関心をお持ちいただいていますので、記者会見が良いでしょうか。プレスリリース
を出して、皆さんから個別にお問い合わせをいただくよりも、色々と詰めた上で次回かその
次の記者会見でお話ができればと思います。 
 
記者B 
とてもシンプルに考えますと、９月議会で条例改正をするとなると、あまり時間がありませ
ん。条例の改正が必要ない内容なのではと推測しています。 
 
市長 
色々なことを検討しています。議会の皆さんには当然、どのような形にせよご理解はいただ
きたいと考えていますので必要ないとは思っておりません。 
 
記者B 
では、議会の皆さんにも全員協議会なのかは分かりませんが、ご説明を全員に対して行うと
いう考えで良いでしょうか。 
 
市長 
全員協議会の案件なのかは分かりませんが、もし議案が出るのであれば、当然議案説明を丁
寧に行いますので、そのようなプロセスになると思います。 
 
 
 

終了 
 


